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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和４年５月１３日（金）  

 

２ 確認箇所 

・５・６号機サブドレン集水設備（５・６号機建屋周辺等） 

・６号機タービン建屋地下階 

 

３ 確認項目 

  ５・６号機サブドレン集水設備復旧工事後の状況 

 

４ 確認結果の概要 

  ５・６号機サブドレン集水設備復旧工事※が完了し、令和４年３月28日か

ら同設備の運用が開始されていることから現状を確認するとともに、５・６

号機建屋に流入する地下水の状況についても確認した。（図１）（前回確

認：令和３年４月19日（６号機タービン建屋地下階）、令和４年１月18日

（５・６号機サブドレン集水設備）） 

 ・５・６号機サブドレン集水設備については、前回確認時、揚水ポンプや水

位計の設置が完了していたが、サブドレンピットの覆いが未設置であっ

た。今回確認時には、サブドレンピット全体がシートで覆われていた。

（写真１） 

 ・サブドレンピットの運転状況については現場では確認出来なかったが、東

京電力によると、本年４月14日より24時間運転に移行しているとのことで

ある。 

 ・中継タンクが設置されている堰には雨除けカバーが新たに設置されてい

た。（写真２） 

 ・５・６号機建屋への地下水流入状況を確認するために、６号機タービン建

屋地下階の状況を確認したところ、壁面等から地下水が建屋内へ流入して

おり、滞留水の水位は前回確認時とほぼ同等であった。なお、滞留水の水

位は東京電力が設定した管理値（床面＋約２ｍ以下）内であった。（写真

３） 

  

※５・６号機サブドレン集水設備復旧工事 ５・６号機建屋への地下水流入を抑制するた

め、東日本大震災以降、稼働を停止している５・６号機建屋周辺のサブドレン設備を復旧

し、集水した地下水については中継タンクを経由して既存の１～４号機サブドレン集水タ

ンクに移送する設備を整備する工事であり、13基のサブドレンピットを復旧し２基の中継

タンクが新規に設置された。なお、当該工事は令和２年（2020年）９月から開始された。 

http://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/446818.pdf
http://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/491220.pdf
http://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/491220.pdf
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（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 

 

  

（写真１－１） 

 サブドレンピットNo.72の状況 

 （５号機タービン建屋東側） 

 （前回（令和４年１月18日）撮影） 

（写真１－２） 

 同左 

 （今回（令和４年５月13日）撮影） 

  

サブドレンピット 



 

3 

 

  

（写真２－１） 

 中継タンク周囲の状況 

 （５号機タービン建屋南側） 

 （前回（令和４年１月18日）撮影） 

（写真２－２） 

 同左 

 （今回（令和４年５月13日）撮影） 

  

（写真３－１） 

 地下水流入箇所の状況 

（６号機タービン建屋地下階南西

側） 

（写真３－２） 

 （写真３－１）の赤枠箇所の拡大 

  

（写真３－３） 

 ６号機タービン建屋地下階の滞留水 

の状況 

（前回（令和３年４月19日）撮影） 

（写真３－４） 

 同左 

 （今回（令和４年５月13日）撮影） 
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５ プラント関連パラメータ等確認 

  本日確認したデータについて、異常な値は確認されなかった。

 


